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―「主の言葉がわたしに / 山々のむこう側，キル河の岸辺で告げられた― / 『おまえは死んだよ
うな眠りのなかで日々を送っている。/ 怠惰な世界に抱かれて。/ わたしがおまえに炎と，人び
とを / 動かす力とをあたえたのはそんなためだったのか。/ 立ちあがれ，歌うたいよ，自由の預














伝えてまわれ！ / 狡猾な魂のヴェールを剥ぎとり， / 悪徳を大声で暴きたてよ！ / 民衆のもとへ
ゆけ，わが預言者よ！ / 伝えよ―『おまえを可愛がったのはこのわたしではなかったか，
［…］』」14。この詩ではイザヤ書を下敷きに，その大半が神（エホバ）の言葉として構成されてい
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にはなかった 4 行ごとの連分けがなされていながら，第 1 連から第 6 連まで整然とならぶ男性
韻・女性韻の交差脚韻の連続（最終第 7 連のみ抱擁脚韻）という形式がとられていることから，
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ある。レールモントフの詩では第 1 連で全体の要点がまとめられている［Лермонтов, 212］。冒頭
2 行で自分が「預言者としての能力を永遠なる裁判官からあたえられた」といい，まさにプーシ
キンの詩でのべられていたように，セラフィムを介して神から預言者としての力をあたえられた











































民衆 Поэт и толпа』（1828年）で詩人は俗衆にむかって「とっとと失せろ，いったいどんな関係















ていた［Лермонтов, 119］。だが 3 年後の『預言者』で詩人をめぐる状況はいっそう悪化し，民衆
との断絶の思いはますます強くなっているようにみえる。ロシア文学においてはその後もおおく
の「預言者」が詩のなかでえがかれるが，基本的にレールモントフのこの詩の状況をうけついだ
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